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1 はじめに

 日本に在住する華僑華人1)子弟の教育を目的と

してきた中華学校に、中国系以外の子どもの就学

や入学希望者が増加 している。たとえば、横浜中

華学院では数年前まで、一学年一クラス10数人で

構成されていた学級に、近年では、定員36人 の2

倍近い入学希望者が押し寄せるようになっている。

入学希望者の大幅な増加の原因をたどると、これ

まで中華学校の射程に入っていなかった華僑華人

*国 立民族学博物館

以外 の子 ど も、 な か で も特 に 日本 人2)生 徒 が 増 え

た こ とが あ げ られ る。 ま た、 国際 結婚 を した両 親

の も とに生 まれた生徒 の増 加 も目立 っ てい る。

 日本 にお け る 中華 学校 は、神 戸 、 大 阪、 東 京 そ

して横 浜 に2校 の 合 計5校 あ る。 大 き く台湾(中

華民 国)系 と中国 大 陸(中 華 人 民 共和 国)系 に分

類 さ れ る。 神 戸 中華 同文 学校 と横 浜 山手 中華 学校

は、 大 陸系 に属 して い るた め漢 字 は簡体 字、 発音

記号 は ピ ンイ ン(併 音)を 使 用 して い る。 学校 行

事 で用 い られ る暦 は 日本 と中華 人 民 共和 国の もの

を基 本 と して お り、 祝 祭 日もそ れ に倣 っ て い る。

横 浜 山手 中 華学 校 に関 してい え ば、 中華 人民 共和

国 の 建 国 記 念 日に あた る 国慶 節(10月1日)は 、

学校 を あげ て大 きな イベ ン トを行 って い る。

 一方 、 東京 中華 学校 、横 浜 中華 学 院、 大 阪 中 華

学校 は、 台湾(中 華 民 国)の 教 育 部 の教 育 課 程 を

採 用 して お り、 教科 書 も基本 的 に台湾 で使 わ れ て

い る もの を使 用 して い る。 その た め学 生 が 学 ぶ 漢

字 は 繁体 字(た とえば、｢国｣で は な く｢國｣)で

あ り、発 音 も主 に注 音符 号 を使 用 して い る3)。暦 は

日本 と台 湾 の祝 祭 日に沿 って お り》 中華 民 国 の建

国 記 念 日で あ る双 十節(10月10日)の ほ か、 孔 子

生 誕祭(9月28日)な ど伝 統 文 化 に 沿 っ た祭 や儀

礼 を教育現 場 に取 り入れ て いる。

 大 陸系 、台 湾 系 に かか わ らず 、 中華 学 校 はい ず

れ も｢(1)華 僑 華 人の子 弟へ の 母語(中 国語)と

母 国 に関す る知 識 の教育 、(2)伝 統 知識 にそ った

道 徳教 育、(3)民 族 の 自覚、(4)中 日の 友 好 親

善 事 業 に積 極 的 に貢 献 で きる 人材 の育 成｣な ど、

教 育 目標 の 大 きな柱 は 共通 して い る。 よっ て、 本

論 で は以 上 で紹 介 した5校 を包 括 して 中華 学校 と

呼 ぶ。 イ ン タビ ュー対 象 や 各校 の ケ ー ス につ い て

触 れ る際 は別 途学校 名 を明記 す るこ ととす る。

中華学 校 か ら｢多 文化共 生｣を 考 える

 本 稿 で は、 建 校 して か ら110年[横 浜 中華 学 院

2007]来 、 未 曾有 の変 化 に直 面 して い る 日本 の 中

華 学 校 に 注 目 し、 そ の 現 場 か ら、 近 年 日本 で と

み に議 論 され る｢多 文 化 共生｣[駒 井2003;川 村

2008]に つ いて考 えた い。

 ｢多 文 化 共 生｣や｢多 民 族 共 生｣を 標 語 に、 社
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会 とい う大 きな 枠 組 み の な か で、 さ ま ざ まな 民

族や 文化 背 景 を持 つ 人 々の 共 生 を 目指す と き、 マ

ジ ョリテ ィで あ る 日本社 会 や 日本 人 側が 、 マ イ ノ

リテ ィで あ る外 国 人 を受 け 入 れ る とい う｢日 本 人

対外 国 人｣の 二 項対 立 の 構 図 で描 か れて きた よう

に思 う。受 けい れ る｢主 人｣は 常 に 日本側 で あ り、

受 け入 れ て もら う｢客 人｣は マ イ ノ リテ ィで あ る

外 国 人 で あ っ た。 しか し、 日本 の 中 華 学 校 で は、

まさ に｢主 人｣と｢客 人｣が 逆 転 す る とい う現 象

が起 きて い る。 日本 人の 保 護 者 はわ が子 の 人 生 に

大 きな影響 を及 ぼ す で あ ろ う教 育現 場 に、 これ ま

で｢民 族 学 校｣と して他 者 化 して きた 中華 学校 を

選択 して い る。 社 会 の｢主 人｣で あ っ た 日本 人 た

ちが 、マ イノ リテ ィで あ る｢客 人｣の 文化 を学 び、

またそ の 一 員 と して積 極 的 に コ ミュニ テ ィに参 画

してい る。

 なぜ 、 中華 学 校へ 子 ども を入学 させ る こ と を希

望す る 日本 人が増 えた のだ ろ うか。 新 しい形 の｢多

文化共 生｣が 、 中 華学 校 に露 呈 して い る ので は な

いか。
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 これ らの 問 いを、 日本 の社 会 的 背景 と中 華学 校

に通 う生徒 の ケー スス タデ ィー に よっ て解 明 した

い。 まず は じめ に、(1)多 様 な 外 国 人 の 流 入 に

伴 い、 日本 が か つ て の 欧 米 志 向 の｢国 際化｣か

ら、 国内 にお ける｢多 文化 共生｣を 謳 うよ うに なっ

た歴 史 的 変 遷 を た ど る。 次 に(2)越 境 者 、 定住

者 、 帰化 者 、 国際 結 婚 な ど各 統 計 を もと に多 民 族

化 ・多文化 化 してい る 日本の 実態 を明 らか にす る。

(3)中 華学校 の 設 立背景 、教 育 内容 、学 生 の推 移

と現 状分 析、(4)中 華学 校 に入学 してい る 日本 人

生 徒 とそ の保 護 者 の イ ンタ ビュ ー を通 して、新 し

い形 の｢多 文化 共生｣の 実態 を分析 す る。

 なお 本 論 は、 筆 者 が2006年8月 よ り横 浜 中 華 学

院 に通 う一生 徒 の保 護 者 と して同 校 で行 った 参与

観 察 を通 して得 た情 報 とデ ー ター の ほ か、2007年

4月 よ り2008年12月 まで 、数 回 に 分 け て横 浜 山 手

中 華学 校 、横 浜 中華学 院、 大 阪 中華 学 校、 神 戸 中

華 同文 学 校 の 先生 、生 徒 と保 護者 、 そ して卒 業 生

に 対す る イ ン タビ ュー調 査 で得 た情 報 を もと に分

析 を行 う。

五 越境者の増加 とともに多民族化 ・多文化化

 する日本

 こ こで は、1出 入国 者の推 移 と入 国者の 出身 地、

2帰 化者 、3国 際結 婚 に関す る各統 計 の分 析 を通

して、 多 民 族化 ・多文 化 化 す る 日本 社 会 の変 化 を

見 てゆ く。

1 欧 米 志 向 の｢国 際化｣か ら、 国 内 で 実践 で き

 る｢多 文化 共生｣へ

 日本 の 出入 国 者 に関 す る統 計 デ ー ターか ら、 国

境 を越 え て移 動 す る 人 々の推 移 を見 て み たい 。 ま

ず 、 表1に あ る外 国 人 の入 国 者 数 を見 る と、1975

年 の78万 人か ら増 加傾 向 を示 してお り、30年 間 で

10倍 近 く増 えて い る のが わ か る。 一 方、 日本 人 の

出国 者 も30年 間 で7倍 近 い伸 び を示 してお り、 日

本の 国境 を 出入 りす る人 々が 増 加 して い る こ とが

わか る[山 下2007]。 なかで も再 入 国 を して い る

外 国人 の 伸 び率 が 著 しい。 これ は再 入 国 ビザ を所

持 して い る外 国 人 、つ ま り 日本 に 定住 して い る外

国 人が 増 えてい る こ とを示 してお り、 日本 社 会 が

多民族 化 ・多文 化化 してい るこ とが 推測 で きる。
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表1 日本における出入国者数の推移(1975-2005)

年
外国人の入国者数 日本人

出国者数
再入国者割合

    (%)新規 再入国

1975 780,298 653,247 127,051 2,466,326 16.3

1980 1,295,866 1,087,071 208,795 3,909,333 16.1

1985 2,259,894 1,987,905 271,989 4,948,366 12.0

1990 3,504,470 2,927,578 576,892 10,997,431 16.5

1995 3,732,450 2,934,428 798,022 15,239,708 21.4

2000 5,272,095 4,256,403 1,015,692 17,818,590 19.3

2005 7,450,103 6,120,709 1,329,394 17,403,565 17.8

資料:法 務省大臣官房司法制調査部編 『出入国管理統計年報(各 年版)』

表2 新規入国者の地域別割合(%)

年 ア ジア 北米 ヨーロツパ 南米 その他

1975 30.6 40.3 21.3 2.2 5.6

1980 42.5 29.7 21.6 2.4 3.8

1985 48.2 26.8 19.4 1.2 4.4

1990 58.2 20.0 16.2 3.0 2.7

1995 59.7 19.1 15.5 2.6 3.1

2000 58.3 18.4 17.1 1.9 4.2

2005 67.7 14.8 12.5 1.1 4.0

資料:表1に 同 じ。

 表2は 、 日本へ の新 規 入 国者 を出 身地 域 別 に分

け、 そ の 割 合 を示 した もの で あ る。1975年 当時、

北米 と ヨー ロ ッパ を合 わせた 欧米 出身者(以 下、 欧

米 系)が6割 を 占め て い た。 そ の後 、 ア ジア か ら

の 入 国 者(以 下 、 ア ジ ア系)が 年 々 増加 し、1985

年 に は、 欧米 系 を超 え る。2005年 で は、 ア ジ ア系

が 約7割 、 そ して 欧 米系 が3割 と、 その 割 合 が逆

転 してい る のが わか る。 ア ジア系 で特 に多 い の は、

韓 国 や 中 国、 そ して フ ィ リ ピ ンか ら来 日して い る

人 々で あ る。 な か で も特 に 中 国か ら来 日す る人 々

の増 加 が著 しい。 また、1990年 、95年 にお いて南米

出身者 の増加 が見 られ るが、 これ は1990年 の｢出 入

国管理 及 び難 民 認定 法｣が 改 正 され、｢日 系 人｣の

来 日の流 れ を作 った こ とに起 因 して いる。

 1980年 代 頃 まで、 日本 で｢国 際 化｣と い え ば、

英 語 を身 につ け欧 米 との 交流 を深 め る こ とや 海外

(特 に欧米 諸 国)に 赴 くこ とを イメー ジ して いた よ

う に、 外 国人 一 般 を意 味 す る はず の｢ガ イ ジ ンさ

ん｣と い え ば主 に 白 人で あ る 欧米 系 の人 々 を さ し

てい た。 よって、 欧 米系 以外 の外 国人 を｢国 際化｣

実 践 の対 象 と して と らえ る とい う意 識 も薄 か っ た

[庄司 ・金2006]。

 しか し、1980年 代 後 半 以 降、 ア ジ アか ら来 日 し

た外 国 人が 急 激 に増 加 し、 しか も定住 化 す る人 々

が 増 え る な か で、 日本 は、 欧米 志 向 の｢国 際 化｣

よ りも、 む しろ生 活 に密着 した｢国 内 で 実践 で き

る 『国 際化 』｣に 取 り組 む必 要性 に迫 られ る よ うに

な った。NGOが 定住外 国 人 向け に行 って い る 日本

語 の 支援 や 通 訳 ボ ラ ンテ ィア は1990年 代 以 降増 え

は じめ、 自治体 で発 行 す る情 報 紙 も英 語 のみ で は

な く、 中国 語 、韓 国語、 タ ガ ログ語 版 、 ポ ル トガ

ル版 な ど多 様 な 言語 で作 成 す る とい う変化 が 見 ら

れた[梶 田2001]。 外 向 きの｢国 際 化｣だ けで は

な く、｢内 な る国際 化｣の 重 要性 に気 付 か され た と

い え る。｢多 文 化 共生｣｢多 民 族共 生｣へ の 関心 が

高 まったの もこ うした社 会 的背景 に起 因 してい る。

2 40万 人 を超 え る 日本 国籍帰化 者

 外 国 人 と して 日本 に定住 す る 人が 増 え て い るだ

けで は な く、 日本 国 籍 を取 得 す る外 国 人 も増 えて

い る。 近 年 、毎 年 約1万5千 人 の外 国 人 が帰 化 に

よ って 日本 国籍 を取 得 して い る。 なお、1952年 以

降、韓 国 ・朝鮮 系 や 中 国系 を中 心 に、 約40万 人 の

外 国 人が 日本 国籍 を取得 した こ とが 法務 省 の統 計

か ら もわか る。 日本 政府 は国 民 に 関 して 、民 族 的

背 景 に よる分 類 を行 って い な い。 その た め、 日本

国籍 者 の う ち外 国 に 出 自を持 つ 人 の割合 は不 明 で

あ るが、 近 年顕 著 に見 られ る外 国人 の帰 化 状 況 か

ら も 日本 が｢単 一 民 族 国家｣で な い こ とは明 らか

で あ る[庄 司 ・金2006]。

3 国 際結婚 の増加 と家庭 にお け る多文 化化

 日本 を往 来す る人 々の増加 に伴 って、 国際結婚 を

す る カ ップ ル も増 えてい る。1965年 にお いて、 日本
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で結婚 した カ ップル の うち国 際結 婚 の数 は4,156組

(全体 の0.4%)で あったが 、1985年 には12,181組(同

1.7%)、 そ して、2005年 に は41,481組(同5.8%)と

増加 して い る。 つ ま り現在 日本 で結 婚 してい るカ ッ

プルの18組 に1組 が 国際結婚 とい うことに なる。後

にあ げ る中 華学 校 の 生 徒 の 出 自 に関す る統計 デー

ターか ら も、国 際結婚 を してい る両 親 を持 つ生徒 の

比率が7-8割 にの ぼる こ とが明 らか となってい る。

 しか も1975年 以 降 は、 夫 が 日本 人で 妻 が外 国人

であ る夫 婦 が 増加 してい る[過1999]。 国 際結 婚

の増加 は、社 会 の基 本 単位 で あ る家 にお い て多 民

族化 ・多 文化 化 が 進 行 して い る こ と を意 味 す る。

生 まれ て くる子 どもた ちは 日本 で は｢ハ ー フ｣や｢ダ

ブ ル｣と 呼 ばれ る が、 彼 らを｢な に 人｣と み なす

か は容易 で は ない。 例 えば 、 日本 人 の父 と中 国人

の母 の も とに生 まれ た子 は、 日本 国籍 を付 与 され

法的 には｢日 本 人｣と な る。 彼 らは学 校 や テ レビ

な ど 日本 社 会 か ら多 くの 影 響 を受 け て成 長 す る 一

方で、 家 で は 食事 や宗 教 、 日常 会 話 な ど母 を通 し

て 中国 文化 の 薫 陶 も受 け るだ ろ う。彼 らに とっ て

多様 な文 化 が 入 り混 じって い る のが 自然 なの で あ

る。

 日本 は｢単 一民 族国家｣の 幻 想 を抱 いて きた ため

｢日本 人対 外 国 人｣の 二 項対 立の 図式 に慣 れ て きた

が、 国際 結婚 の もとに生 まれ て きた子 どもた ちは、

もはや｢日 本 人対 外国 人｣の 図式 には納 ま らない存

在で ある。彼 らは真 の意味 での多 民族共 生 ・多文 化

共生 を、 身を もって表 して い るとい える。

 こ う した子 ど もた ち の増 加 や 外 国人 定住 者 に伴

う外 国人 児童 の増 加 は、学 校 現 場 に如 実 に現 れ て

い る。 文 部科 学 省 が 日本各 地 の 公 立学 校 を対 象 に

｢母 国語 に よる支援 が必 要 な外 国人 児童｣に 関 す る

統 計 を行 って い る こ とか ら も、 そ う した 状 況が う

か が え る。 日本 にお け る外 国 人 学校 で も さ まざ ま

な変化 が 起 きて い る。 以 下 で は、 日本 にあ る 中華

学校 に着 目 し、 中華 学校 の現 場 で起 こ って い る変

化 か ら｢多 文 化共 生｣に つ い て考 えてい きた い。

皿 日本における中華学校の近況

1 ｢イ ンター ナ シ ョナ ル ・ス クー ル｣と｢民 族学 校｣

現 在 日本 に は、朝 鮮 学 校 、 中華 学 校、 ア メ リカ

ン ・ス クー ル、 ドイ ツ人 学 校 、 ブ ラ ジル 人 学 校 、
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イ ン ド人 学校 、 フ ィリ ピ ン人学校 な ど外 国 人学 校

が約200校 あ る。外 国人学 校 とは、 日本 に在 住 す る

外 国人 児 童 の教 育 を 目的 に創 設 され た教 育 機 関 を

指 し、 イ ンター ナ シ ョナル ・ス クー ル と も呼 ば れ

る4)。

 おお まか に分 け る と、 算 数 の教授 法 で 注 目を集

め て い るイ ン ド人 学校 、 そ して ブ ラジ ル人 学校 や

フ ィ リピ ン人学 校 な どは、 当該 国 か ら来 日 し定住

す る 人 々が 増 え た1980年 代 以 降 に、新 た に設 立 さ

れ た ものが ほ とん どで ある。

 これ らの 学校 が 新 設 され る まで、 日本 にお け る

外 国 人学 校 は主 に ドイ ツ人学 校 、 カナ デ ィア ン ・

ス クー ル、 ア メ リ カ ン ・ス クー ル な ど欧 米 系 の 学

校 と、 中 華 学校 や 朝鮮 学 校 な どア ジア系 の 学校 に

大分 された。 一般 的 に、欧米 系の 学校 は｢イ ンター

ナ シ ョナ ル ・ス クー ル｣と 呼 ば れ、 ア ジ ア系 の 学

校 は｢民 族 学校｣と 呼 ばれ る とい う興 味深 い 区分(呼

称 の使 い分 け)が な され て きた。 前 述 した欧 米 志

向=｢国 際 化｣と 考 えて いた 日本 の風潮 と呼 応 す

るか の よ うに欧 米系 は｢国 際 的｣で あ って、 ア ジ

ア系 は｢民 族 的｣だ とい うイメ ー ジや 先入 観 が 外

国人学校 の呼称 に も表 れて い た。

 わが子 に｢国 際 的｣な 教 育 を受 け させ た い と考

え る保 護 者 は、 英語 を習得 させ るた め、子 ども を

欧米 系 の学 校 に通 わせ る こ とは60年 代 か ら見 られ

た現 象 で あ る。 しか し学 費 が 高 い(年 間約200～

300万 円)と い う事 情 もあ り、 子 ど もを｢イ ン ター

ナ シ ョナ ル ・ス ク ー ル｣に 通 わせ る こ との で きる

家庭 は一 部 の富 裕 層 に 限 られ、 一 般 的 に は羨望 の

目で見 られ るこ ともあ っ た。一 方 、 中華 学 校 や朝

鮮 学校 な ど、 ア ジア系 の学校 は｢民 族 学 校｣と 呼

ば れ他 者 化 され てお り、 一 般 の 日本 人 とは無縁 で

あ った。 日本社 会 とかか わ りがあ った として も｢テ

マ チ ョゴ リ切 り裂 き事件｣5)に 代 表 され る よ うに、

差 別 的 な ま な ざ しで 見 られ る こ とが 多 か っ た[神

奈 川県 渉 外 部 国際 交 流課1992]。 ア ジア系 の 学校

の 生徒 が 日本 の学 校 の生 徒 と登 下 校 時 に 口論 や ケ

ンカ をす る こ とは 日常茶 飯事 であ っ た。

 しか し近 年、 前 に も見 た 日本 社 会 が 欧 米一 辺 倒

で あ った外 向 きの｢国 際化｣か ら｢多 文化 共生｣｢多

民 族 共生｣を 目指 す よ うに な った社 会 の趨 勢 と呼

応 す るか の よ うに、 中 華学 校 をわが 子 の学 校 教 育

の選 択 肢 に取 り入 れ よ う とす る保 護 者 が 増 え て い
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る。 中華 学 校 が 、 中 国語 ・日本 語 ・英 語 の 多言 語

教 育 を行 っ てお り、学 費 が 手 ごろ(年 間20～40万

程 度)で あ る こ とな ども多 くの 入 学希 望 者 を ひ き

つ け る こ とと な った。 中 華学 校 を｢民 族 学校｣と

み な し一線 を画 して い た姿 勢 か ら、 い まで は｢中

国 語 版 イ ン ター ナ シ ョナ ル ・ス クー ル｣を 求 め て

わ が子 の入 学 を希 望す る とい う日本 人 の意 識 の変

化 が うかが え る[神 戸青 年会議 所2008]。

2 中華学校の設立背景と教育内容

 日本における中華学校が他の外国人学校 と比

べ特徴的なのは、110年 を超える長い歴史を有し

ていることである。孫文が革命活動の宣伝で来日

した際、方言によって分散している華僑社会に対

し、民族教育の重要性を訴えたのがきっかけとな

り1898年に大同学校が設立された[横 浜中華学院

2000]6)。 当 時、 孫 文 と親 交 が 深 か った 犬 養 毅 が

名誉 校 長 を務 め て い る。 そ の 後、 戦 争 や社 会 的 混

乱、 政 治 イデ オ ロギ ー の分 岐 に 伴 い、 学校 は分 裂

や 合併 な ど幾 多 の変 遷 を経 て 現在 の5校 に至 って

い る7)。

 授 業 は基 本 的 にす べ て 中 国語 を使用 し、小 学 部

で は、 日本 語、 英 語以 外 の 教科 はす べ て 中 国語 の

教 科 書 を用 い て い る。 な お、 神戸 中華 同 文学 校 で

は、 中学 部 か ら 日本 の 高校 へ の 進学 を見 据 え、 中

国語 や 中 国の 地 理 ・歴 史 な どの ほ か は、 日本 の 公

立 学 校 と同 じ教 科書 を使 っ てい るが、 授 業 はす べ

て 中国 語 で行 われ て い る。 中華 学 校 で は、小 学 部

か ら ネ イテ ィブ の 先生 に よる 日本 語、 英 語 の授 業

が行 われ て お り、語 学 教 育 には 特 に力 が 入 れ られ

てい る。

 音 楽 や 美術 な どの教 科 で は、 各 校 と も中国 の民

写真2 大阪中華学校 写真4 地域の祭 りで龍舞 をする生徒たち

一'
;   争 伽 侮

写真3 学内のポスターはバイリンガル

写真5 胡錦涛総書記 と横浜山手中華学校の生

    徒たち 出所:山 手中華学院ホームページ
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族音楽や水墨画、切 り絵などを取 り入れている。

また、学生は課外活動で獅子舞や龍舞、民族舞踊

などを学び中国伝統芸能を身につける。中華街な

どでの祭 りや地元で国際交流イベントが行われる

際、生徒たちは身につけた中国の伝統芸能を披露

することも多い[陳　 2007a]。卒業旅行として、学

生たちは中国や台湾を訪問しているほか、中国 ・

台湾から政府高官、各種交流団体が来日した際は

中華学校を訪問することが多い8)。生徒たちは、日

本にいながら中国社会 ・中国文化を身近に感 じら

れる環境のなかで育っている[杜　1991]。

 中華学校は学校法人の私立学校として運営され

ている。小学部と中学部までの九年一貫校 もあれ

ば、東京中華学校 と横浜中華学院にように高等部

まで有する学校もある。ほかに、保育部や幼稚部

などを併設している学校 も多い。しかし、朝鮮系

の学校ように大学まで設立してはいない。

 中華学校のカリキュラム内容の関係で、日本の

｢学校教育法｣が 定める｢学 校｣つ まり一条校と認

められておらず、美容専門学校や英会話学校など

と同様に｢各 種学校｣と 扱われている。各種学校で

あるため、政府からの教育補助金や学校保険制度、

指定寄付金、通学定期の割引率の扱いなどあらゆ

る面で不利な状況におかれている。生徒に身近な

例で言えば、公立高校や国立大学受験の際に中華

学校の卒業証書では受験資格が認められず、別途

｢中卒認定試験｣や｢大学入学資格検定(以下、大検)｣

が必要とされてきた。しかし実際のところ、高校

進学に関していえば、中華学校とゆかりの深い地

域は、事実上認定試験なしでの受験を認めており、

中学部までしかない神戸中華同文学校[神 戸中華

同文学校2000]や 山手中華学校[横 浜山手中華学

校1999]、 大阪中華学校の生徒はほぼ100%日 本の

高校に進学している。一方、東京中華学校や横浜

中華学院などの卒業生が大学に進学する際、独 自

の判断で入学を審査 してきた私立大学があるほか、

2003年9月 に公布 ・施行された｢学 校教育法施行規

則および告示の一部改正について｣に よって、中華

学校の卒業生は国立大学の受験資格を有するよう

になった。中華学校も、学生たちの進路(日 本の大

学や高校)を 考慮し、受験に対応できるよう日本の

教材も授業に取り入れるようになっている。
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3 急増 す る入学 希望者

 日本 人 の場 合、 各種 学 校 で あ る 中華 学校 へ の 就

学 は、 厳 密 に言 え ば義務 教 育 違 反 とな る。 そ の た

め、 これ まで入 学希 望 者 は華僑 華 人子弟 に限 られ、

｢民族学校｣と して の色彩 が 強か った[市 川1988]。

 しか し、 そ ん な 中華学 校 に近年 大 きな 変化 が 起

きてい る。10年 前 まで一 ク ラス10数 人 と少 人 数 で

構 成 され て い た学 級 に、 近年 は一 ク ラ ス36人 の枠

を超 え るほ ど入学 希望 者 が増 えて い る。 その ため、

小学 部 で は願 書 受付 の制 限 や入 学 試験 を実 施 す る

よ うに な った。 また、 山 手 中華 学校 は増 加 す る学

生 に対 応 す る ため 、新 校 舎 の設 立準 備 に入 っ て い

る。2008年 末、 新 校 舎 報 告 会 が 開か れ 、2009年3

月 よ り工 事 をは じめ2010年 に は開校 予 定 で あ る こ

とが報告 され た。 新校 舎 は現 校舎 の倍 の800人 強 の

生徒 数 を受 け入 れ られ る ように なるそ うだ9)。

 中 華学 校 へ の入 学希 望 者 が増 えた の は華 僑 華 人

人 口 の増 加 が 原 因 とい う単 純 な もの で は な い。 現

在 、在 日中 国 人(中 国 国籍 保 持 者 、 つ ま り華 僑)

の 人 口 は60万 人 。 そ の うち、 学 齢 期 の 人 口 は 約

2万4千 人い る。 この 数 に は 日本 国 籍 を取 得 して

い る中 国系 の 児 童(つ ま り華 人)が 含 まれ てい な

いた め、 中華 学校 が 対 象 として い る華僑 華 人 の 児

童 の数 は さ らに多 い のが 実 情 だ。一 方 、 中華 学 校

は現 在 日本 に合 計5校 、 受 け入 れ可 能 な 学生 数 は

合 計 で2千 人の み で あ る。 その 限 られ た枠 に 中 国

系(華 僑 華 人)で ない 日本 人生徒 が在 籍 す る よう

に なって い る。

 大 阪中 華 学校 で は、2003年 頃 か ら 日本 人 生徒 が

急増 し、学 校 側 は統 計 を行 うう えで表3に 見 られ

る よ うに便 宜 上学 生 を｢純 日本 人｣｢外 国｣｢中 国

(単)｣｢中 国｣｢台 湾(単)｣｢台 湾｣と い うカ テゴ リー

に分類 し、 そ れ らの推 移 を整 理 して い る。2008年

末 、大 阪 中 華学 校 の校 長 先 生 と教 務 主任 の先 生へ

の イ ン タビ ュー の ため 学校 を訪 問 した際、 こ こ10

年 間の学 生 の 推移 を集計 した デ ー ター を見 せ て も

らった。集 計 を担 当 した蒋 先生 は、｢学 生 を国籍 だ

けで分 類 して も意 味が な くな って い る｣と 吐露 し、

｢多様 化す る生 徒 に呼 応す るた め 中華学 校 は 日々新L

しい思 考 を求 め られ てい る｣と 述 べ た。 学校 側 は

試 行錯 誤 の 結 果、｢父 母 の本 籍(出 自)を も と に

す る こ とで、 以 上 の よ うな分 類 を新 た に設 定す る

こ とに な った｣と い う。 これ まで 、 中華 学校 の生
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表3 大阪中華学校の生徒数(父 母の本籍(出 自)に よる統計)

年度 純日本人 外国 中国(単) 中国 台湾(単) 台湾 全体

1998 0 0 9 46 21 41 117

1999 5 0 8 45 26 38 122

2000 3 0 10 38 27 35 ll3

2001 6 0 25 47 29 37 144

2002 9 0 24 62 39 41 175

2003 13 0 24 74 41 41 193

2004 29 3 29 69 37 31 198

2005 35 1 41 73 36 29 215

2006 37 3 51 69 35 28 223

2007 37 5 54 67 35 27 225

2008 47 6 67 60 35 27 242

2009 52 11 77 65 1 35 29 269

(出所)大 阪 中華学校 が生 徒 に関 し行 った統計 をも と2008年12月1日 に作 成 した もの をも とに筆 者作 成。

各 項 目 は以下 を指 して いる。

① 純 日本 人は、 父母 ともに 中国系 では ない 日本 人生徒 。

 ② 外 国 は、父母 と もに 日本 人で もな く、 中国系 で もない 生徒 。

③ 中 国(単)は 、 父母 の一方 が中 国大陸 出身 、 もう一方 が 日本人で あ る生徒。

 ④ 中国 は、父 母の双 方 が中 国大陸 出身 であ る生 徒。

⑤ 台 湾(単)は 、 父母 の一方 が台 湾出 身、 も う一 方が 日本人 であ る生徒 。

 ⑥ 台 湾 は、父母 の双 方が 台湾 出身 であ る生徒。

グラフ1 10年 間(1998年 と2008年)の 生徒の割合の変化

1998年 2008年

出所:表3の デ ー ター を もとに筆者作 成。

徒 は 華僑 華 人 が 主体 であ っ た ため、 国籍 に よ る分

類 だ け で、 お お むね 生 徒 の背 景 をつ か む こ とが で

きた が、 父 母 と もに中 国系 で はな い 日本 人生 徒 が

増 加 す る こ と に よっ て、 国籍 に よる分 類 だ け で は

生徒 の 家族 背 景が 把握 で きな くなっ た。 その ため、

新 た に｢純 日本 人｣と い うカ テ ゴ リー を作 っ たそ

うだ。 大 阪 中華 学校 側 に よれ ば、｢『純 日本 人』 と

は、 父母 と もに血 統 上 中 国系 で ない 日本 人 生徒 を

指 してお り、｢純｣と 付 けた の は、中 国系 の血 統 を

有 しなが ら 日本 国 籍 を持 つ 華人 や 、父 母 の 一方 が

日本 人 で あ る ため 日本 国 籍 を有 して い る生徒 と区

別す るた め だ｣と い う。 なお、 父 母の 一 方 が 日本

人で もう一方 の親が 中国 出身 の場合 は｢中 国(単)｣。

父母 一 方 が 日本 人 で もう一 方が 台 湾 出 身の 親 を持

つ生 徒 は｢台 湾(単)｣に 分類 されて い る。学校 側

に よ る と、｢中 国(単)｣、｢台 湾(単)｣の 場合 、 も

う一 方 の 親 は ほ ぼ 日本 人 で あ る との こ とで あ る。

一 件 のみ 台 湾 出 身の 父 と中国 出 身の 母 の 間 に生 ま
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写 真6 新 聞 ・メデ ィ ア も注 目

  (産経新 聞2005年1月11日)

れた子が お り｢台 湾(単)｣に 含 まれて いるそ うだ。

 表3か らも明 らか な よ うに、10年 前 は｢日 本 人｣

学生 が皆 無 で あ った 中 華 学校 に、2009年4月 現 在

には 日本 人 が52人 入 学 す る予 定 で あ り、 全校 生 徒

の25%を 占 め る よ う に な って い る。 日本 人 学生 が

急激に増加 した時期(2003～2005年 頃)に 大 阪中華

学校校 長 をつ とめ て い た張 桐 齢前 校 長 は、 こ う し

た入学熱 につ いて｢学 校側 か ら 日本の 方 に入 学 を呼

びか け た こ とは 一 度 もない。 授 業 内容 が ロ コ ミで

広が って い る ようだ。 『ど う して も』 とい わ れ るの

で入学 を許 可 して い るが 、 あ くまで 華僑 ら を対 象

にした 学校｣と 取 材 に答 え てい る10)。また、10年 間

の推 移 を見 て い る と2003年 頃か ら学 生が 急 増 して

お り、｢学 校 教 育法｣が 改 正 され 中華 学校 の卒 業生

に 国立 大 学へ の 入学 が 認 め られ る よ うに なっ た こ

とも 日本 人生 徒が 増 えた 一 因 と見 る こ とが で きる。

また、新 聞 ・テ レビ ・映 画な どで中華学 校が多 数取

り上 げ られ、 多 くの 人 の注 目を集 め る よ うに な っ

た こ とも学生 増加 の原因 となってい るだ ろ う。

 横 浜 にお け る2つ の 中華学 校 の 資 料 も合 わ せ て

見 て みた い。 国 籍 別 に見 てゆ く と、 中 国(台 湾 を

含 む)国 籍 を有 して い る生徒 は約3～4割 程 度 で

あ り、 日本 国 籍 を有 して い る華 人 学 生が 大 半 を占

め て い る。 また 、父 母 と も中国 系 で な い 日本 人 の

生徒 は横 浜 中華 学 院 で は3割 、 横 浜 山 手 中華 学校

で は2003年 の時 点で2割 を占め てい た。｢日 本人 学

生 が急 激 に増 えた こ とに よ り華 僑 華 人 子弟 の 枠 が

減 る｣と い う苦 情 が 寄せ られ 、各 校 で は特 別 会 議

を開 き、 華僑 学 校 設 立 の原 点 に返 り、 日本 人 生 徒

の 受 け 入 れ を制 限 す る こ とに 決 め た。 そ の た め、

山 手 中華 学 校 の2008年 の統 計 で は、 日本 人生 徒 が

全 体 の1割 ほ どに と ど まって い る。 基 本 的 に は卒

業 生 の子 弟 、そ して華 僑 華 人 に優 先 枠 を 設 けて い

るが、 受験 に際 して華 僑 華 人 か 日本 人 かが 合 否 の

判 断材料 に なる こ とはない とい う。

 また、 表4の｢中 国｣、 表5の｢新 華僑｣に 関 し

て 一 言説 明 を加 え る必 要 があ るだ ろ う。 学校 ご と

に異 な る表 現 を使 用 し分類 を行 っ て い るが 、 これ

らは いず れ も、1980年 代 以 降 に中 国 大 陸 か ら日本

に移住 した中 国人 の父母 を持 つ 生徒 を指 して い る。

なか に は、 中 国 で生 まれ幼 少期 に来 日 した生 徒 も

含 まれ て い る。 容 易 に 推測 で きる よ うに、生 徒 の

文 化 的背 景 、 た とえば 中 国語 能 力 ひ とつ を とって

も千差万 別 であ る。

 なお、 統 計 と合 わ せ 近年 の 生徒 の背 景 を 分析 す

表4 横浜中華学院(小 ・中 ・高学部)の 国籍別生徒数

年度 台湾 中国 日本籍華人 日本人 その他 合計

2006 46 55 115 94 2 312

14.8% 17.6% 36.9% 30.1% 0.6%

出所:横 浜 中華 学院 の資 料 を もとに筆者 作成 。

① 台湾 は、 中華 民 国国籍 を保持 す る生徒 。

② 中国 は 、中 華 人民 共 和 国 国籍 を保 持 す る生 徒。 そ の ほ とん どは、1980年 代 以 降 中国 大 陸 よ り来 日。

  新 華僑 と も呼 ばれ る。

③ 日本 籍華 人 は、 日本 国籍 を有す る中 国系 の生徒 。

④ 日本 人 は、父 母 とも中国系 で ない 日本人 の生徒 。

⑤ そ の他 は、以 上 以外 の生徒 。
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表5 横浜山手中華学校(小 ・中学部)の 国籍別生徒数

年度 老華僑 新華僑 日本籍華人 日本人 その他 計

2003 25 140 136 86 9 396

63% 3ε4% 343% 21.7% 2.3%

2008 16 120 263 46 2 447

3.6% 26.8% 5&8% 103% 0.4%

出所:横 浜 山手 中華 学校 の資 料 を も とに筆者 作 成。

① 老 華僑 は、 中国国籍 を持 ち 日本 に永住 してい る もの。 生徒 は主に 日本 生 まれの3世 、4世 、5世 な ど。

② 新 華僑 は 、 中国 国籍 を有 し、 主 に父 母 が1980年 代以 降 に来 日 した もの。 中 国で 生 まれ幼 少 期 に来 日

  した生徒 も含 まれ る。

③ 日本 籍華 人 は、 日本 国籍 を有す る中国系 の生 徒。

④ 日本 人 は、父 母 とも中国系 で ない 日本 人の生 徒。

⑤ そ の他 は、 以上 以外 の 生徒 。具 体 的 には イギ リス、 シ ンガ ポー ル、 カ ンボ ジア な どの国籍 保 持者 が

  含 まれ る。

る と、 以下 の よう な傾 向 が 明 らか とな っ た。 まず

第1に 、 日本 国籍 を取 得 した 中国 系(華 人)が 増

え て い る こ と。 第2に 、父 母 で あ る 華僑 華 人 が 国

際結 婚(お もに 日本 人 と)し てい るケ ー スが 多 い

こ と。 第3に 、 日本 、 中 国 国籍 以 外 に、 マ レー シ

ア、 イギ リス、 ア メ リカ、 ナ イ ジ ェ リア、 カナ ダ

な どさ ま ざ ま な国籍 、 多 様 な民 族 的 出 自を持 つ 生

徒 が増 え てい る こ と、 第4に 、 重 国 籍 を有 して い

る生 徒 が増 えて い る こ とで あ る。 これ らの傾 向は、

大 半 が 中華 人 民 共和 国 か 中華 民 国 の 国籍 を持 つ 華

僑 の子 弟 で構 成 され て いた か つ て の 中華 学校 の様

相 と明 らか に違 ってい る[陳　 2007b]。

 なお 、今 回 は各 中華 学 校 の 生徒 数 の統 計 を収 集

し分 析 を試 み たが 、統 計 を分 析 す る 以前 の 問 題 と

して 、 国籍 や 民 族 的 出 自に よ って 生徒 を分 類 す る

こ とが きわ め て難 し くなっ てい るの が実 情 で あ る

こ とが 明 らか とな っ た。 各校 は試 行 錯誤 の末 、 以

上 の よ う に分類 を して い るが、 実 際 どこ まで 有 効

かつ 正 確 で あ るか につ い て は留保 して い る。 な に

よ り も、 国 際結 婚 を した 父母 を持 つ 子 が8割 近 く

い る なか、｢生 徒 に 『な に人 です か?』 とい う質 問

は も うで きない｣と 神 戸 中 華 同文 学 校 の愛 新 翼 校

長ll)は い う。 また、 大 阪 中 華学 校 の蒋 先 生 も、 生

徒 に は｢も はや 国 で 自分 を規 定 す る の で は な く、

地 球 人 と して の意 識 を持 つ よ うに教 育 して い る｣'2)

と話 す 。横 浜 中 華 学 院 の詹 春 雄 校 長 は｢本 校 は華

僑 の子 弟 の 教 育 を 目的 と して きま した。 しか し、

日本 、 イギ リスや ブ ラ ジル な ど、 さ ま ざ まな背 景

を持 った 生徒 が 、校 庭 で 一 緒 に仲 良 く遊 ん で い る

姿 を見 て い る と、 本校 は 『多 国籍 』 だ と実 感す る

こ とが多 いです｣と 語 る13》。

IV 中華学校に通 う日本人生徒

 生 徒 数 の 統計 や学 校 関係 者 の イ ン タビ ュー を通

し、 父 母 と もに 日本 人 の生 徒 が 増 えて い る こ とが

明 らか とな った。 以 下 で は、 中 華 学校 に通 う 日本

人 生徒 ・後 藤理 子 さ ん と、 中華 学 校 の卒 業 生 で あ

る松 北 寿美 恵 さんの ケー スス タデ ィー を紹介 す る。

日本社 会 にお い てマ ジ ョリテ ィで ある彼 女 た ちが、

なぜ マ イ ノ リテ ィが通 う｢民 族 学 校｣と 見 られ て

き た 中華 学 校 で 学 ぶ こ と に な った の か 。 そ して、

中華 学校 で どの よ うな教 育 を受 け、 どの よ うな文

化 や 意 識 を 身 につ けて い る のか 。 さ らに、彼 女 た

ち を通 して、 本特 集 の テー マで あ る｢多 文化 共 生｣

の新 しい形 につ い て考 えた い。

t 個 性 を伸 ばす教 育 を求 め て

 現 在 小 学3年 生 の後 藤 理子 さ ん14)は、 近 年 大 阪

中 華 学 校 に増 え た｢日 本 人｣生 徒 の 一 人 で あ る。

医 師 の父 と研 究所 で助 手 を して いた母 の3人 家 族

だ。 一 人 娘 で あ る理 子 さん の教 育 に両 親 は金 も時

間 も努力 も惜 し まな い。 母 は、 理 子 さんが1歳 足

らず の ころか ら言 葉 に敏 感で あ る こ とに気 づ い た。

｢家 で 遊 ば せ て い る と き、 テ レ ビの 音 声 の 言 葉 が

急 に外 国語 に な る と敏 感 に反 応 した｣と い う。 イ



『文化人類学』74/12009.6

ンターナショナルのプリスクールや日本の幼稚園

などいろいろ試 してみたが、理子さんの個性を伸

ばしてくれそうな施設になかなか出会えなかった。

悩んでいたところ華僑である友人に大阪中華学校

を紹介されたのがきっかけで、幼稚部に体験入学

をすることになった。先生の対応に理子さんも母

も好感を持ち、理子さんが｢こ この先生は、いい

先生｣と 自ら通うことを望んだため入学すること

になった。幼稚部はよくとも小学部については意

見を留保していた父も、授業参観の際に学校や先

生の雰囲気をじかに見て娘の中華学校の小学部へ

の入学を賛成 した。｢先生は子どもたちをしっかり

見てお り、それぞれの個性を把握している｣と 母

は自分たちが探 し求めていた教育に出会えたとい

わんばかりだ。

 小学部に進学する際、理子さんは就学年齢に達

していなかったが、学校側は個々の学生の条件や

親の希望に合わせ融通を利かせ一年早 く入学する

ことを許可した。理子さんの母は、｢入学と卒業が
一年早ければ、のちのち日本の学校などに進学(転

校)す る際に、一年間受験の準備ができる。精神

的に余裕ができ親としても好都合だ｣と 思った。

母は｢自 分が学生時代に経験 した 『右に倣え的な

教育』、つまり、クラス全員が同じであることを求

められた画一的な教育に疑問を持ってきた。 しか

も、いまの日本の 『ゆとり教育』にも不満を感 じ

ている｣。自分にはもてなかった環境を娘に与えた

い、語学が好きな娘の個性をもっと伸ばしてくれ

るような学校で教育を受けさせたいというのが希

望だった。それに応えてくれたのが大阪中華学校

だった。

子 ど もだ けでな く親 も多文 化 を学 ぶ

 両親 と も 日本 人 で あ る後藤 家 で は 当然 中国 語 を

話 さな い。 そ の ため 、大 阪 中華 学校 に通 わせ は じ

めた こ ろ は、 い ろい ろ と不 安 が あ っ た。 先 生 との

や り取 り、 連 絡 帳 の 内容、 中国 の慣 わ しに従 っ た

学 校 の行 事 な ど、 わか らな い こ とは すべ て 学校 を

紹 介 して くれ た華 僑 の 友 人 に教 えて も らっ た。 ま

た、友 人 に は 娘 の 宿 題 の 補 修 を依 頼 した こ と も

あ った。 勉 強 好 きの娘 は 見 る見 る うち に 中国 語 を

習得 し、 い ま で は 読 み 書 き も不 自由 な くこ な し、

しか もク ラス で 成績 トッ プの座 につ い て い る。学

165

校 の先 生 も｢日 本 人の 生徒 と親 御 さん は、 高 い 目

的意 識 を持 って 入 学す る ため、 日本 人生 徒 の 成績

が トッ プ とい う こ とは少 な くな い｣、 ま た、｢華 僑

華 人 の 生徒 た ちに も、 い い刺 激 にな っ てい る｣と

肯 定 的だ。

 大 阪 中華 学 校 は浪 速 区 にあ る ため 、後 藤 家 が あ

る芦 屋 か ら登 下校 す る に は決 して 便 が い い とは い

え な い。 毎 朝 車 で 送 り、 帰 りは電 車 で迎 え に行 く

母 に｢大 変 じゃな いです か?｣と 聞 くと、｢そ れ だ

け の価 値 が あ る｣と 満足 気 だ。 帰 りの 電車 の なか
                  ン ミン
で、理 子 さん は仲 良 しの同級 生の男 の子 ・志 明(中

国 生 まれ の華 僑)と 並 ん で座 り、 楽 譜 を広 げ 一 緒

に 歌 の練 習 を してい た。 歌 は中 国語 版｢キ ラキ ラ

星｣。 中華 学校 の学芸 会 で は、生徒 たちが この歌 を

日 ・中 ・英 の3ヶ 国語 で歌 って いる。

 ｢中華学 校 の教 育 に不 安 は ない か｣と い う私 の質

問 に対 し、理 子 さん の母 は｢今 は、 意 味 もわか ら

ず 台湾(中 華 民 国)の 国旗 に向か って 国家 斉 唱 を

して い るが、 中 学 に な っ た ら歴 史教 育 も増 え るだ

ろ う し、 日中の 過 去 の歴 史 につ い て娘 が どの よ う

に 受 け止 め る のか 、心 配 が ない わけ で は ない｣と

話 す。 また 、｢各 種 学 校 で あ る中華学 校 の中 学部 へ

進 学 させ 、将 来 の 進路 に影 響 は な いだ ろ うか と不

安 に思 うこ と もあ る｣と い う。 しか し、｢中 華学 校

で は成 績 に順位 をつ け 表彰 す るな ど、 娘 に はい い

励 み とな り勉 強 を楽 しん で い る。 い きい き してい

る娘 を見 てい る と、 中華 学 校 に 通 わせ て よか っ た

と思 うこ との ほ うが 不 安 よ りも多 い｣と 話 す。 現

在3年 生 の 理子 さ んは 中学 生 にな っ た ら中 国へ 留

学 す る こ と を希望 してお り、 両 親 と して も、将 来

は国 際 的 に通用 す る人 間 に な って ほ しい と思 っ て

い る。 下校 の電 車 の な か で歌 の練 習 をす る子 ど も

た ち を見 守 りなが ら、 中学 にな っ た ら息 子 を 中国

に送 り返 して学 ばせ よ う と思 って い る志 明の母 た、

理 子 さんの 母 は わが 子 の留 学 につ い て相 談 して い

た 。来 日 して ま だ数 年足 らず の 志 明 の母 は、◎片 言

の 日本 語 を駆使 して 中国 の教 育状 況 を話 して い た。

子 ど もた ち だ けで な く、 中華 学 校 に通 わせ て い る

親 た ち も多 文化 を学 んで い る。

2 中国文化を担 う子どもたち

 中華学校では獅子舞や龍舞、民族舞踊はもちろ

んのこと、学校によっては二胡や琵琶など中国の
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写真7 孔雀舞を踊る大阪中華学校の学生たち

伝統芸能を学ぶ。男子生徒は主に獅子舞や龍舞、

そして女子生徒は踊りを学ぶのが一般的である。

学校で学んだ各種伝統芸能は学園祭や運動会など

学内の行事で披露するだけではなく、｢国際交流｣

や｢多 文化｣を 謳う地域の祭りやイベントなどに

出演を依頼されることも多い。生徒たちは伝統芸

能を通して社会のさまざまな活動に参加 し、学外

との交流や社会での経験を積み、身を持って｢多

文化共生｣を 実践している。

 筆者が所属する国立民族学博物館で、『深奥的中

国一中国西南部における少数民族の暮らしと工芸』

と題する特別展示を開催した際、大阪中華学校の

生徒に中国雲南省に暮らすタイ族の代表的な踊 り

である孔雀舞の公演を依頼した。民族舞踊を指導

する先生と付き添いの保護者に率いられ、5年 生

から中学2年 生までの女子生徒6人 が公演に来て

くれた。文字通 り孔雀のような鮮やかな衣装を身

にまとい優雅な孔雀舞を披露した。

 化粧や リハーサルをしていた問、付き添いで来

ていたお母さんたちと楽屋で話をする時間があっ

た。そこで発覚したことは、出演者6人 のうち半

数が日本人生徒で、ほかの一人がインドネシア人

の母と日本人の父を持つ生徒、そして残 りの2人

が中国系の生徒であるということだった。これが

大阪中華学校を代表して中国少数民族の踊 りを披

露してくれた生徒の内実である。

なぜ中華学校に入れたいのか?

 日本人の母親たちに娘を中華学校に入れた理由

を聞くと、｢日本の私立と同じ位の学費で英語 ・中

国語 ・日本語 の多 言語 教 育 を して い る こ とに魅 力

を感 じた｣と か、｢こ れ か らは英 語 だ けで は な く中

国語 も重要 にな る｣と い う理 由 をあ げ てい た。 ま

た、勉 強 だ け で は な く｢孔 雀 舞 の よ うに 中華 学 校

だか らこそ 身 につ け られ る文 化 、 また そ れ らを通

した 社 会活 動 か ら子 ど もた ちは 多 くの こ とを学 ん

でい る し、 親 と して もさ ま ざ まな発 見 が あ っ てあ

りが たい｣と 話 した。

 中 華学 校 の カ リキ ュ ラムが 華僑 華 人の 教 育 を 目

的 に して い る各種 学 校 で あ る ため、 日本 人 保護 者

が子 ど もを 中華学 校 に通 わせ る とい うこ とは 就学

義 務 を違 反す る こ とにな る。 か つ て の 中華 学校 を

知 って い る筆 者 と して は 目を疑 うほ どだが 、 イ ン

ター ネ ッ トに中 華学 校｢お 受 験｣の ため の 塾 のサ

イ トや 日本人 保護 者 らに よる｢ロ コ ミ情 報｣15)が掲

載 され て い る。 また、 な か に は横 浜 中華 学 院 に息

子 を通 わせ るた め に、 わ ざ わ ざ東 京 か ら横 浜 に 引

越 しを した家 族 もあ る。 貿易 コ ンサ ル タ ン トを し

て い る父 は｢仕 事柄 、 お 隣 の 国(中 国)の 経 済 発

展 を肌 で感 じて お り、(息 子が)今 か ら言 葉 だけ で

な く文 化 や 人 間関係 な ど国 際感 覚 を身 につ け れ ば

将来 きっ と役立 つ と思 う｣と い う。

 筆 者 が 調査 の た め横 浜 中 華学 院の 職 員室 を訪 れ

た て いた 際、 南 米系 と見 られ る母 が 息子 に付 き添

い先 生 に質 問 に きて い た。小 学 校 低学 年 と見 られ

る褐 色 肌 の 男 の子 は、 宿 題 で あ る中 国語 の作 文 が

で きず、 放 課 後 に個 別 指 導 を して も らっ て い た。

母 に話 を聞 くと｢(私)ブ ラジ ル人。 日本人 の夫 と

結 婚 して 日本 に住 ん で 十 数年 に な る の｣と い う。

日本 人の 父 とブ ラ ジル人 の 母 の 問 に生 まれ た男 の

子 は、 明 らか に中 国 とは縁 もゆか りもない。｢な の

に、 なぜ 中 華学 院 に入 れ たの?｣と 母 に たず ね る

と。 母 はポ ル トガル語 な ま りの 日本 語 で｢こ れ か

らは 中 国で し ょ1｣と 当 た り前 だ とい わ ん ばか り

に答 えた。

 ほ か に も、 これ まで各 校 の 関係 者 や 保護 者 に対

しイ ン タビュ ー や調 査 を行 った とこ ろ、 中華 学 校

入 学希 望 者(特 に中 国系 で な い 子)が 増 え てい る

理 由 は、 以 下 に ま とめ る こ とが で きる。① 中国 の

経 済 発 展 に伴 う 中国 語 ブ ー ム の影 響 、② 中 国 語、

日本 語、 英 語 な ど多 言語 教 育 を行 っ て い るが、 イ

ンター ナ シ ョナ ル ・ス クー ルに 比べ 学 費 が安 価 な

ため。 ③ 中 国、 香 港、 台 湾 、 シ ンガポ ー ル な ど中
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国語圏で駐在していた日本人帰国者の増加、④日

本の公立学校の教育内容への不満、⑤学校教育法

の改正に伴う中華学校卒業後の進学問題の解決、

⑥いじめ問題の回避、などである。

 確かに中国の経済発展や中国語ブームは目を見

張るものがある。 しかし、中華学校に日本人生徒

が増えたのは、以上に挙げた外部的な要因だけで

はな く日本人や日本社会の内部的意識の変化が見

られる。それはアジア系の｢民 族学校｣に 対する

意識の変化が挙げられる。前述したように、かつ

て、欧米系の外国人学校は｢イ ンターナショナル ・

スクール｣、アジア系の外国人学校は｢民 族学校｣

と呼ばれていた。日本では｢国 際化｣と いえば｢欧

米化｣と 認識されていたのが、近年では、アジア

にも目が向けられるようになった。日本人の海外

旅行の目的地にアジアが増えたこと、アジア系の

外国人が増えたこと、そのほかにも映画や料理、

語学などさまざまな媒体を通し日本人の外国文化

の吸収のあり方が、かつての｢欧 米一辺倒｣か ら

多様化 し、アジアにも向けられているのがわかる。

これが、中華学校への入学希望者の増加にもつな

がった一因と考えられる。

政府と市民の意識のギャップ、学校側の対応

 2003年文部科学省は｢学校教育法｣を 一部改正し、

外国人学校の卒業生に国公立大学入学資格を認可

する際、当初、欧米系の学校に限定した16)。｢それ

はアジア系の民族学校に対する明らかな差別だ｣

という反対意見が多くあが り、署名活動も行われ

た。ここで注 目すべ きは、問題が発生 した当時、

政府のアジア系の学校に対する排除にもかかわら

ず、中華学校への日本人の入学希望者は減少しな

かったことである。｢民族学校｣に 対するイメージ

や意識に、政府レベルと市民レベルでは明らかな

ギャップがあること、また市民レベルでは、より

多民族化 ・多文化化が浸透していることが見受け

られた。その後、文部科学省に意見書が提出され、

最終的にアジア系の学校にも欧米系の学校と同様

の資格が与えられ、中華学校への入学希望者はさ

らに増えた。

 同じアジア系の｢民 族学校｣と 比較を行いたい

と思い、東京朝鮮学園の任京河先生に、｢日本人｣

学生の入学希望者について伺ったところ、｢朝鮮学
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校 で は朝 鮮系 で ない 学生 をい っ さい 受 け入 れて い

な い｣と の こ とで あ った:7}。その ため 、 日本 人の ア

ジア系｢民 族 学校｣一 般へ の意 識 の変化 につ いて は、

残 念 なが ら比較 分 析 はで きな い。 しか し、 同 じア

ジア系 の｢民 族 学 校｣で も、学 校 に よっ て対 応 が

まっ た く違 う こ とが 明 らか とな った。 つ ま り、 中

華 学 校 は 日本 人生 徒 の募 集 を積極 的 に働 きか け な

か っ た にせ よ、朝 鮮 学校 の よ うに、 い っ さ い受 け

入 れ な い とい う方針 は と らず 、可 能 な限 り非 中国

系 の 生徒 を受 け入 れ て きた。 華僑 華 人 の保 護 者 か

らの 紹介 や、 近 隣の 日本 人 の友 人 や知 人 な ど、 日

ごろ か らの付 き合 い もあ り、希 望 さ えあ れ ばで き

る限 り受 け入 れ、 民 族 的 な 出 自を理 由に 入学 を断

る とい うこ とは して こなか った18)。

大 人の思 惑 や固定 観念 の限界

 船 会社 を経 営 す る大 川 さん は、最 愛 の 孫 娘 ・恵

を会社 の後 継 者 に育 てた い と思 い、 華 僑 の友 人 に

仲 介 を依 頼 し中華 学 校 に転 校 させ た。2003年 、 恵

が5年 生 の 時 で あ る。 は じめ は、家 か ら遠 く(通

学 に約1時 間)、 しか も友 達 のい ない 中華学 校 へ の

転 校 を泣 い て拒 否 してい た 恵 が、今 で は中 国語 も

達 者 にな り成 績 は クラス で 上位 であ る。 友 達 や先

生 との 関 係 も良好 だ。 高 校 受験 をひ か え、祖 父 は

｢次 は英語 力 をつ け るべ く国際 学校 へ の進 学 を勧 め

たが 、 恵 に 『中 華学 校 に残 りた い1』 と きっ ぱ り

い われ て しま った｣そ うだ。｢理 由 を聞 くと 『友 達

と別れ た くな い し、 なに よ りも身 につ けた 中 国 語

と獅 子 舞 を誇 りに思 って い る』 とい っ た｣と 頭 を

悩 ませ て い る19}。

 ｢中 国語 を身 につ け させ るため｣と い う保護 者 の

思 惑 も理 解 で きな くないが 、 い った ん 中華 学 校 に

通 うと、 当然 の こと なが ら中国語 の勉 強 以外 に も}

子 ど もた ちは 多 くの こ とを学 び、吸 収 す る。獅 子

舞 をは じめ とす る文 化 しか り、 交 友 関係 しか り、

場 合 に よ って は彼 らの ア イデ ンテ ィテ ィや 人 生 に

も影響 を及 ぼ す こ とだ ろ う。 大 阪 中華学 校 を代 表

して孔 雀 舞 を踊 って くれ た子 ど もた ちや獅 子 舞 に

誇 りを持 つ 恵 は、 文化 や 自分 の社 会 的 立場 に対 し

先 入 観や 固定 観念 を持 つ こ とな く、 きわ め て寛 容

で あ る。 私 た ち大 人 は、 しば しば、 中 国文 化 の 担

い 手=中 国 系 とい う先 入観 を もっ て し まいが ちで

あ るが、 そ う した束 縛 か ら解 放 さ れ るべ きで あ る
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と気づかせてくれる。子どもたちは、保護者の思

惑や世界観を超える｢多 文化共生｣の 新しい姿を、

小さな体なが らも立派に体言している。

3 日本人卒業生からのメッセージ

 大学などで中国語の講師を務めている松北寿美

恵さんは神戸中華同文学校の卒業生だ20)。現在、中

華学校に通う日本人生徒はクラスの一割を超すよ

うになり珍 しくなくなっているが、松北さんが神

戸中華同文学校に通っていたころ日本人生徒はま

だ希少な存在だった。

 松北さんは日本人の両親のもと1978年神戸で生

まれた。母の実家は中央区にあり、母方の祖父は

元町ですし屋を経営していた。元町界隈には南京

町があ り華僑華人が集住している地域である。祖

父が経営する店には華僑華人のお客さんが多く出

入 りしており、松北さん一家は日ごろから華僑華

人と交流があった。松北さんは三人姉妹で一家は

北区に住んでいたが、姉妹みな母の実家の近所に

ある神戸華僑幼稚園に通った。

チ ャンポ ン文化

 幼 稚 園 の先 生 は神戸 中華 同文 学 校 の卒 業 生 が 多

く、 み なバ イ リ ンガ ル だ。 園児 との コ ミュニ ケ ー
                   ラオシ 

シ ョン も日本 語 と中 国語 両方 を使 って い る。｢老 師
ハオ                  ザイジェン

好!(先 生 こん にち は)｣｢再 見(さ よ うな ら)｣な ど、

挨 拶 は基 本 的 に 中国 語 を使 い 、他 の 会 話 は 日本 語
         ウォ  ニ           ワン

を使 うこ とが多 い。｢我 と?で 一 緒 に玩 しよ う(私

とあ な たで 一緒 に遊 ぼ う)｣と 一 文 を 日本 語 と中国

語 のチ ャ ンポ ンで話 した り、｢え 一 と｣、｢ほ いで｣

な ど、 中 国語 の 間 に 日本 語 を混 ぜ て 話 す こ と もあ

る。 た とえ ば、横 浜 中華保 育 園の 園 児 は食 事 の 後
                 ラオス シェシェ

に手 を合 わせ て｢ご ち そ う さ まで した。老 師謝 謝

(先生 あ りが と う)｣と い うのが慣例 だ。

 松 北 さ んは、 中国 や 日本 の 歌、 絵 本 や紙 芝 居 も

二 ヶ国語 で 学 ん だ。 点 呼 も中国語 で した。 園児 の

名前 を中 国語 読 みす るため、松 北 は｢ソ ンベ イ｣と

い う発 音 に な る。 松 北 さ ん は幼稚 園 の頃 か ら、 先

生や 同級生 に｢ソ ンベ イ｣と 呼 ばれ る よ うに なった。

そ のため 、 日本 の高校 に入 ってか ら日本 語で｢マ ツ

キ タさ ん｣と 呼 ばれ るの に慣 れ る まで 時 間 を要 し

た。｢『ソ ンベ イ』 の ほ うが 自分 の よ うな気が す る｣

と中 国語 読 み の名 前 にア イ デ ンテ ィテ ィ を感 じて

 いる。

 松北さんが小学校にあがる頃、自分をとても可

愛がってくれた祖父が他界 した。その頃、姉二人

 はすでに地元北区の公立小学校に通っていたが、

かねてから｢せ めて一人は同文(神 戸中華同文学

校の略称)に 入れてみては｣と いっていた祖父の

願いを叶えようと母は末っ子の松北さんを中華同

文学校へ入れることを希望 した。松北さんの父は

｢公立より学費が高 く、しかも得体の知れない学

校｣に 娘を入学させることを強く反対したが、祖

父が｢寿 美恵の同文の学費に｣と 残した遺産を見

てしぶしぶ首を縦に振った。

 ｢地元の教育委員会から義務教育を受けさせない

のは法に違反するという忠告もあったが、気持ち

は怯 まなかった｣と 松北 さんの母は振 り返る。中

華学校はあ ぐまでも華僑華人子弟のための学校な

ので、華僑華人でない生徒が入学を希望する際、

かつて保護者たちは、｢(家庭で中国語の教育 ・サ

ポー トができないため)自 分の子の中国語能力が

他の生徒から著しく後れ、他生徒の学業進展に影

響を及ばす場合は退学をする｣と いう約束を学校

側と交わしていたそうだ。松北さんの母は、夫に

は反対され、学校側には誓約書を求められたにも

かかわらず中華同文学校を選んだ。祖父と近隣の

華僑華人たちの誼を子 どもたちにも伝えたかった

のだろうか。

  同級生は華僑華人といえども、家では日本語を

使用していることが多く、中華学校に入ってはじ

めて中国語を学ぶという子がほとんどだ。そのた

 め、｢しっかり勉強さえしていれば日本人生徒が中

国語の面で他の華僑華人生徒にひけをとることは、

現実的にはなかった｣と 松北さんは振 り返る。実

際、家で中国語を使わなかった彼女でも学校教育

 のみで中国語が不自由なく使えるくらい身につき、

夢も中国語で見ていたほどだ。

  しかも実際入学してみると、学校側は宿題を終

 えられなかった生徒や成績が芳しくない生徒に対

 しては、放課後に｢居 残 り｣を させ、先生がしっ

かり勉強をサポー トする体制が組まれている。ま

た宿題の量 も多い。教科ごとにたくさんの宿題が

・与えられ、生徒たちは宿題に毎日1時 間半から2

時間は費やすという。中華同文学校を卒業した後・

 進学校といわれる日本の公立高校、国立大学を経
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 歴 史 の授 業 を受 け た あ と、 日本 人 で あ る松北 さ

ん に対す る偏 見 やい じめ は なか った のか と聞 く と、

｢み ん な親が 国際 結婚 を して お り、両 親が 日本 人 と

中 国 人 の学 生が 多 か っ たの で、 誰 が 日本 人で誰 が

中 国 人 か とい う線 引 きは しに くか った し、 そ ん な

こ とをみん な気 に して いなか っ た｣と い う。｢し か

も、私 が純 粋 な 日本 人 だ とは、 み ん な思 って い な

か っ たか も｣と 笑 った。

写真8 放課後に補習を受ける生徒

て中国 に留 学 し、 その 後 大 学 院マ ス ター コー ス を

潜 り抜 けて きた松 北 さんに、｢同 文 に通 って いた 頃

が 人生 で一 番 勉 強 してい た と思 う｣と い わ しめ た

ほ どだ。現 在 、 中華 同 文 学校 に子 ど もを通 わ せ て

いる保護 者 た ち も、｢同 文 は、勉 強 をみ っ ち り叩 き

込んで くれ るの で塾 に通 わせ る必要 は あ りませ ん。

しか も、宿 題 が 多 い ので 塾 に い く体 力 も時 間 もな

い｣と 話す 。

 学 校 で の授 業 は基 本 的 にす べ て 中国 語 で行 わ れ

るので 、松 北 さん は算 数の 九 九を 中国 語で覚 えた。

｢今 で も暗 算 の際 は頭 の なか で 中国 語 を使 って い

る｣、 また｢漢 字 の 書 き順 も中 国風 なの で 、大学 で

板書す る際 に学 生 に 『先 生 の 書 き順 は変 だ』 とい

われ る｣と 松 北 さん は笑 う。

 教科 書 も基 本 的 に中 国 の もの を使 うため 、松 北

さん が社 会 科 で学 ん だ知 識 は、 日本 よ りも中国 に

つ いて の知 識 の ほ うが 豊 富 で あ る。 地 理 は 日本 の

都道府 県 よ りも中 国の 各 省が どこに あ るか の ほ う

が知 っ てい る し、 歴 史 も他 国 よ り中 国の 歴代 の朝

廷の ほ うが 詳 しい。 当 然 だが 教 科 書 は 中国 の視 点

か ら記 述 され てい る ため、｢日 中戦 争｣で な く｢中

日甲午 戦争｣と 学 ん だ。そ の 内容 に 関す る記述 も、

もちろ ん 中国 の ス タ ンス に立 っ た もの で あ る。松

北 さん は、 日中 戦争 の歴 史 を 中華 同 文学 校 の 授業

で 学 ん だ と きの こ とを今 で も鮮 明 に覚 え て い る。

日本 人 と して｢中 国 人 に申 し訳 ない こ とを した と

思 っ た。 で き る こ とな ら、 自分 は しっ か り中 国 語

や 中国 の こ とを学 び、 将 来 日中 間の 架 け橋 に な り

たい と思 った｣と 当時 を振 り返 る。

｢中国人 や｣と い われ て

 ア イ デ ンテ ィテ ィ教 育 に つ い て 聞 い た と ころ、

松 北 さんが 中 華 同文 学校 に通 って いた 頃 、 ほ とん

どの生徒 が華僑 華人 だった ため、先 生 は｢中 国 人 と

しての 自覚 を持 つ よ うに｣と 生徒 たち に教 育 してい

たそ うだ。 特 に、｢学 生 一 人ひ と りがみ な中 国 人 を

代 表 して い るの で、 日本 社 会 で は悪 い こ とを しな

い ように｣と 学生 を戒 めてい た。 また、 日本 人であ

る松北 さん は、｢同 文の 制服 を着 てい る以上 、他 の

人 に は中 国 人 と見 られ るだ ろ うか ら、 そ の つ も り

で｣と い われ た。中華 同文学 校で は、中 国人 か、 日

本 人か とい う こ とで差 別 を経 験 して こ なか っ た の

で、先 生の意 図す る ことを よ く理 解で きず にい た。

 中学 に 上が った 頃 だ った だ ろ うか、 松 北 さん は

放課 後帰 宅 す る途 中、｢近 くの 中学 校 に通 っ てい る

生徒 た ちの 集 団 に 『あい つ 同文 や 、 中国 人 や』 と

ゆ び さ され た｣と い う。 中華 同 文学 校 の 制 服 を着

て い たの が 目に付 い た の だ ろ う。 そ の と き、松 北

さん は｢悔 し く思 い、 『日本 人や』 とか 『中国 人 で

な にが 悪 い?』 と言 い 返 そ う と した が、 踏 み と ど

まっ て、 しなか った｣。 なぜ か と聞 くと、｢な ん の

解 決 に も な らな い し、 そ ん な返 答 は間違 って い る

と思 っ た｣と い う。 む しろ、｢『○ ○ 人』 と、国 で し

か 人 を見れ ない彼 らを哀 れ に思 った｣と 振 り返 る。

この と き、 先生 の 忠告 が 意 図す る こ とを 身 に しみ

て 感 じた と同 時 に、 人の 弱 さ愚 か さ も感 じたそ う

だ。

 松 北 さん は、 中華 同文学校 を卒業 したのち地 元で

も名が通 る進学校 に進 んだ。 日本 の公立 高校 に入学

し、い ろい ろな面で｢逆 カルチ ャー シ ョック｣を 感

じる ことが多か った。 日本 の学 校で の慣習 や学校 で

使 うさ まざまな用語が わか らず戸惑 い を感 じる こ と

が多 かった。 日直、 日誌、号 令、 ホー ムルー ム委員

な どの 用語 を知 らなかっ たため、何 をす るの かわか
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らず 、 間違 った ことを して しまわない か緊張 す るこ

とが多 かった。 同級 生 との関係 や距離 感 も中華 同文

学校 と 日本の 学校 で は微妙 に違 って い た。｢同 文 の

友 人の場 合、 お互 いの家族 関係 、両親 の職業 、兄弟

関係 な ど、お 互い に まつ わる さま ざまな こ とを知 っ

てい るのが 当然で あっ たが、高校 に入 って か らの友

人 との付 き合 い は、 その子 との関係 に とど ま り、家

族 や他 の こ とまで包 括 的に分 かち合 うことはあ ま り

なか つ た｣そ うだ。 そ うい っ た意味 で は、｢高 校 に

入 ってか らの交友 関係 は正直 いっ て表面 的な ものの

ように感 じられ た｣と い う。疎 外感 を感 じ高校 を中

退す る こと も考 えたが、 ち ょうどそん な時 期 にボー

イフ レン ドがで き、学校 を辞 め るこ とを踏 み と どま

る こ とがで きた。

 高校 卒 業後、 大学 では 中国語 とは まった く関係の

ない勉 強 を していた。 交換留 学の選 抜 テス トを受 け

香港 の大学 へ留 学す る ことを希望 していたが 、英語

よ りも中国語 の能力が 評価 され吉林 大学へ 派遣 され

た。 吉林大 学 の留学生 クラスの授 業 内容 で は簡単す

ぎたた め、本科 の ク ラスで授 業 を受 けた。吉林 大学

の 先生 には、｢南 方 系 の アク セ ン トが 強い｣と 中 国

語 の発 音 を直 され た。｢確 か に中 国の ネ イテ ィブ の

先 生 と同文 で教 鞭 を とってい た華 僑 の先生 の発音 に

差 があ った。 しか も、同文 で学 ぶ中 国語 は和 製 中国

語 が少 なか らず あ った｣こ と もこの とき知 った。

自分 に しかで き ない こ と

 大 学 を 卒 業 後 、 自分 の な か に あ っ た ア イ デ ン

テ ィテ ィの葛 藤 な ど｢も や もや した気持 ち を整理 し

たい｣と 思 い神戸 大学大 学院 の国際 文化研 究科 に進

学 した。 中 国研 究 や華 僑 華 人研 究 を専 門 とす る教

授 の研 究 室 に入 り、 修士 論 文 は｢陳 舜 臣 の ア イデ

ンテ ィテ ィ｣を テーマ とした。中華 同文学 校 で経験

した｢中 国的｣な もの と｢日 本的｣な ものが混 ざっ

て い る のが 当 た り前 で あ る環境 、 そ して、 同校 を

卒 業 した 自分 は｢半 端者｣に 見 え る で あ ろ う 日本

の 高校 や 中国 な どで経験 した マ ジ ョ リテ ィの 環境 、

この 二 つ の環 境、 そ して そ のギ ャ ップ に ど う対 処

すべ きか 自分 な りに答 えを見つ けた か った。

 大学 院 を修 了す るこ ろ、｢同 文 でお世 話 に な って

い た金 翼(改 名 し、 現 在愛 新 翼)先 生 に、 地 元 の

学 校 や大 学 で 中 国語 を教 え る 人 を探 して い るが 、

引 き受 け て くれな いか｣と 連絡 が あ った。 ネ イテ ィ

ブに 教 え て も らっ たほ うが い い だ ろ う と思 い、 は

じめ躊 躇 したが 、｢金 先 生 に君 に しか教 え られ ない

こ とが あ る。 自信 を持 ち な さい｣と 励 ま され、 中

国語 教 師 にな るこ とを決心 した。

 ｢ネ イ テ ィブ の先 生 と比 べ 、 発 音 な どい ろい ろ

な面 で 自分 が 劣 る こ とが あ るの は 重 々承 知 して い

る。 しか し、 日本 語 の言 い回 し と中 国語 の 言 い 回

しの 違 い や類 似 点、 場 面 に よ る会 話 の仕 方 や や り

と りにつ い て 日本 の学 生 に どう教 え れ ば よい の か

に は 自信 を持 って い る。 日本 語 の ニ ュ ア ンス が わ

か らない 中 国人 の ネ イ テ ィブ の先 生 に は、 なか な

か説 明 で きない だ ろ う け ど、 そ うい うの は得 意 で

す｣と 松北 さ ん は 自信 を持 つ。 言 葉 の 奥 に あ る文

化、 しか も両 方 熟 知 して い な い と なか な か 人 には

教 え られ ないの だが 、幼 い 頃か ら中華 学 校 に通 い、

日中双 方 の 文化 ・社会 に身 をお いた 経 験 を持 つ松

北 さん だか ら こそ実 践可 能 なの だろ う。

 松 北 さん は、 高 校 で も中 国語 の教 師 を して い る

が、 最 近危惧 して い るこ とが あ る とい う。｢中 国語

を取 り入 れ て い る高 校 で は、 しば しば中 国 の経 済

発 展 に触 れ 『これ か ら中 国市場 は ます ます 大 き く

な って い く、 中 国語 を や って お く と時 代 の 先端 を

つ か め る』 な ど とい った 理 由で 学 生 に 中国 語学 習

を勧 め て い る。 で も、経 済 云 々 よ り も、 言 葉 を学

ぶ こ とに よって、 そ れ ぞ れの 言 葉 の奥 に潜 む 文化

の違 いの 面 白み を吸収 して ほ しい と思 う｣と い う。

本 当 の 意 味 で の 言語 の 習得 は、 文 化 理 解 に あ り、

そ の奥 に｢多 文化 共 生｣に つ なが る ヒ ン トが あ る

と松北 さんは考 えて い る。

 姉 た ちは、 中 華 同文 学 校 を卒 業 し、 中 国語 をマ

ス ター した妹 の 松 北 さ ん を誇 りに思 って い る。現

在2人 の 姉 の子 ど もた ち計4人 は、 み な 中華 同 文

学校 の小 学校 と幼 稚 園 で学 ん で い る。 増 え た 日本

人 生徒 を制 限 して い る 中華 同 文学 校 で は、卒 業 生

な ど関係 者 を優 先 して い るた め、 甥 や 姪 た ち は卒

業 生 で あ る松 北 さん に あや か り狭 き門 に入 る こ と

が で きた。｢小 さい ころ か ら同 文 に 入 って い た ら

『なに 人』とい うのは無 意味 であ る こ とを体 で学 ぶ。

これ か らを担 う子 どもた ち に は、 そ ん な こ とを身

につ けてほ しい｣と 松 北 さん と家 族 は思 って いる。

 松北 さん は、大 学や 高校 の学 生た ち につい て｢基

本 的 なマ ナー を もっ と身 に着 けて ほ しい｣と 厳 し

い教 師 の 一面 を見 せ る。｢ベ ルが 鳴 っ た ら着 席 す
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る、先 生 に は礼 儀 正 し くす るな ど当 た り前 の こ と

が で きな い学 生 が多 い｣と 嘆 く。 そ うい った とこ

ろに 目が い って しま うの も中華 同文 学校 の卒 業 生

な らで わ だ。愛 新 翼校 長 に よる と、｢同 文学校 で は

『徳 育教 育』 を重 ん じてお り、 ベ ルが 鳴 った ら席 に

着 くこ とは当 然 で、 礼儀 正 し くす る こ と、 先 生 を

尊 敬 す る こ と、掃 除 の 実践 な ど身 を もっ て社 会 と

交 わ り貢 献 す る よ う厳 し く教 育 して い る。 最 近 で

は忘 れ られ て きて い る礼儀 作 法 な ど社 会 的教 育 が

中華 学校 で は今 で も しっか り と残 っ てお り、 そ う

した こ とを求 め て 中華 学校 に子 ど もを入学 させ た

が る保 護者 も多 い｣そ うだ。 また、 道 徳教 育 の ほ

か、学 生 が 自分 に 自信 を持 つ よ う教 育 に配慮 して

い る。｢自 分が 持 って い る文化 、置 かれ て い る環 境

に誇 りを持 ち、 そ して 学 ん だ 中国語 を将 来活 か す

よう教 育 して いる｣と 語 る21)。

マ イノ リテ ィ と しての経 験 が糧

 松 北 さん は、 中華 同文 学校 で 中国語 や 道徳教 育 、

友人 関 係 な どさ ま ざ まな収穫 が あ った が、 な に よ

り も｢マ イ ノ リテ ィに な る とい う貴重 な経験 が で

きて よか った｣と い う。｢マ イナ ー な存 在 と して の

立場 を経験 した こ とで見 えて きた もの が沢 山あ っ

た。 また、 同 文 で は、 み ん な それ ぞ れ 自分 の個 性

を 持 ち、 お 互 い の 違 い を 認 め 合 う こ とが 当 然 で

あ っ た。 自信 を持 ち 、 自分 の両 足 で しっか り立つ

方法 を学 ん だ｣と 振 り返 る。 中華 学 校 で、 中 国語

を身 につ け る だ けで な く、 マ イノ リテ ィであ る華

僑 華 人の 生 きる 知恵22}を学 ん だのが 、彼 女 には 貴

重 な経験 とな ってい る。

 松 北 さ ん は、 中華 同 文学 校 時代 、 日本 人 なが ら

｢中 国 人や｣と い われ 、マ イ ノ リテ ィと して扱 われ

る こ とを体 験 した。 その 際、 人 を｢○ ○ 人｣と 見

なす こ との 愚か さを強 く身に しみて感 じた。

 また、 中 華 同 文学 校 の 交友 で、 誰 が 中 国人 で 誰

が 日本 人で あ るの か を問 うこ と はな か った。 学 校

で はマ イ ノ リテ ィで あ るはず の彼女 が 肩 身 の狭 い

思 い を感 じる こ とは なか っ た とい う。 近 頃 に な っ

て社 会 で は｢多 文 化 共 生｣が 議 論 され て い るが、

中華 学校 、 そ して華 僑 華 人社 会で は、 華 僑 華人 自

らが 移民 であ るた め、 多 文化 が 共生 して い る のは

当 た り前 の こ とで あ っ ただ け で な く、 個 々 の ア イ

デ ンテ ィ テ ィ を尊 重 す る こ と は 当然 の マ ナ ー で
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あ っ た こ とが わ か る。 また、 華 僑 華 人 社 会 で は、

中華 学校 の話 し言葉 一 つ とって も、 チ ャ ンポ ン文

化 が根付 いてい る こ とが わか る。

 松 北 さん は、｢多 文 化 共 生｣は 、 言 葉 の 習 得 だ

け で はな く、 そ の奥 に あ る文化 理 解 の 重 要性 を強

調 した。 バ イ リ ンガ ルで あ り、 ま た中 国語 を教 え

る彼女 は、｢意 思疎 通 は、言 葉 よ りも気持 ちや考 え

方、 文化 を知 るこ とが 大切｣で あ る と考 えてい る。

近年 、｢多 文化 共生｣の 実 践 と して、 自治体 は必 要

な情 報 を多 言 語 表記 す るな どの サ ー ビス を広 げ て

.いる。 今 後 は言 語 情 報 を提 供 す るだ け で は な く、

文化 理 解 も必要 にな る で あろ う。 また、 異 文化 出

身者 の習慣 や価値 観 の理解 も求 め られ る。

 日本 人 で は あ りな が ら も、 幼 少 か ら中国 文化 と

深 く接 し、現 在 中 国語 を教 え る職 につ い て い る松

北 さんの存 在 は、｢多 文化 共生｣を 実践 しよう とす

る 日本 社 会 におい て は先 駆 的 な存 在 で あ り、 多 く

の メ ッセー ジ を投 げか けて くれて い る。

V おわりに

 中華学校に通う日本人の子 どもが増えている。

こうした現象を、｢中華学校設立の意義からして本

末転倒だ｣と 危惧する声もあれば、｢多民族共存の

前兆であり望ましい｣と の意見もある。

 危惧する声は、中華学校は華僑華人子弟の教育

を目的としており、多くの華僑華人の子 どもたち

が中華学校の教育を受けられないでいるにもかか

わらず、日本人が入学している現状は理解できな

いとするものだ。また、日本人生徒の増加によっ

て学校側の負担が増えているのも確かである。一

方、中華学校をかつてのように｢民 族学校｣と し

て他者化するのではなく、わが子をグローバルな

人材 として育てるための選択肢として内部化する

日本人が増えたことに好意的な意見もある。

 中華学校に対するニーズが多様化 している背景

には、グローバル化に伴う社会の変容に起因して

いる。 日本社会はもはや欧米一辺倒の｢国 際化｣

ではなく、｢多文化共生｣を 視野に入れなければ生

き残れない状況におかれている。中華学校として

も、華僑華人生徒のみを射程に入れた教育内容か

ら、国際結婚のもとに生まれた子やさまざまな出

自を持つ生徒、そして多様化する生徒たちの進路
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に応 え得 る よ うな教 育 の 実践 とい う重 い任 務 を課

され てい る。

 ｢多 文化 共 生｣の 定 義 や議論 につ い て は本特 集 の

他 の 論稿 で詳 し く触 れ られ て い るの で、 こ こで詳

述 す るの を控 えた い が、 中華 学 校 に 通 う 日本 人 の

子 ど もたち のケ ース を通 して、見 え て きた こ とを、

以下3点 に ま とめ触 れ させ て いた だ きたい。
.

まず 第1点 と して 、近 年 日本 で謳 わ れ る｢多 文

化 共生｣は 、｢日 本 人対外 国人｣の 構 図 、そ して｢主

人｣は 日本 人、｢客 人｣は 外 国人 で あ る とい う図式

が暗黙 の 了解 に なって いる。

 日本 人 が 中心 で あ り優 位 にあ る とい うこ とが前

提 と なって お り、｢困 って い る外 国人 を助 ける｣と

い う主客 の立 ち位 置の 固定化 が見 られ る。

 しか し、真 の意 味 で の｢多 文化 共 生｣は 、優 位

な一 方 が もう一 方 を助 け る とい う構 図 や、｢日 本 人

対外 国入｣と い う関係 では な く、 それぞれ の違 い を

認 め、対 等 な 関係 を築 くこ とに よって実 現 され る。

｢主 人｣と｢客 人｣の 立 ち位 置 の固 定化 を避 け る こ

とで、 同 じ土俵 、 対等 な立場 で の対 話 と理 解 を導

くこ とがで き る。 マ ジ ョリ テ ィで あ った ものが マ

イノ リテ ィの立 場 を経 験す る こと も大切 であ る。

 本 論 で見 て きた 中華 学校 に通 う 日本 人 の子 ど も

た ち は、 マ イ ノ リテ ィに な る こ とを経 験 す る こ と

に よっ て、 一 人 ひ と りが対 等 な 関係 で あ る こ と を

認 識 し、 それ ぞれ の友 達 とつ なが りを築い て い る。

彼 らは、｢主 人｣で あ る 日本 人の中 心性 、優 位性 に

基 づ い た｢多 文化 共 生｣の 図式 で は な く、真 な る

意 味で の対 等 な｢多 文化共 生｣を 実践 してい る。

 また、 直 接 関係 は ない が一 点付 け加 えて お きた

い こ とが あ る。松 北 さん 同様 、理 子 の 母 も中華 学

校 の交 友 関係 につ い て、｢仲 良 しグル ー プを作 っ て

グ ルー プ 以外 の子 とは関 わ りを持 た ない とい う付

き合 い 方 をす るの で は な く、 中華 学校 で は、 一人

ひ と りが み ん な と対 等 な つ なが りを持 って い る の

が 特 徴 的 だ｣と 触 れ て いた。 この よ うに、 包摂 と

排 除 の構 図 を作 らな い人 の 関 わ りあ い は共 生 の一

番 の近 道で あ ろ う。

 第2点 と して、 日本 で 語 られて い る｢多 文化 共

生｣論 は、1980年 代 以 降 に来 日 した ニ ュー カマ ー

が 主 な対象 とな って お り、在 日コ リア ンや 華僑 華

人 な ど、半 世 紀 以上 前 か ら 日本 にい た外 国 人 が視

野 に 入 れ られ て い ない とい う欠 点 が あ る。[川 村

2008]

 近 年 に な り、 中華学 校 に通 う 日本 人生 徒 が 増 え

て きた こ とは統 計 か ら も明 らか に な っ たが、 在 日

コ リア ンや 華僑 華 人 た ちが 運 営 す る学 校 は｢民 族

学校｣と して 日本社 会 に他者 化 されて きた。 また、

中華 学校 は各種 学 校 と して扱 わ れ、 学校 と学 生 は

不 条 理 な障 壁 と負 担 を負 って い る。｢多 文 化 共生｣

の理 想論 を語 る前 に、 目前 に あ る数 十 年 間他 者 化

され て きた中 華学 校 の境 遇 に疑 問 を投 げ か け る必

要 はな い だ ろ うか。 中華 学 校 の卒 業 生 た ち の進 路

を狭 め る ので は な く、多 文 化 を 身 につ けた彼 らに

活 躍 の場 を与 える こ とが 日本 の｢多 文 化 共生｣の

実 現 に有益 なの では ないか[杜1991]。

 日本 人生 徒 が増 えた こ とに よ り、 よ り一層 中華

学 校 の多文化 性 ・多民族 性が 注 目される よ うに なっ

て い るが、｢中 華 学校 に とっ て 『多 文化 共 生 』 は、

も とも とあ った こ とで 、 当 た り前 の こ と｣と 神 戸

中華 同文 学校 の愛 新翼校 長 は きっぱ り言 う。｢生 徒

た ち には、 つ ねづ ね 自分 に 自信 を もち、 他 の 人 に

も同 じよ うに認 める よ う教 育 してい る。 その術 は、

マ イ ノ リテ ィ と して 日本 に暮 ら して きた華僑 華 人

た ちの 長年 の知 恵 よ り受 け継 が れ て い る｣と 述 べ

た。 マ イ ノ リテ ィで あ る華 僑 華 人 た ちが 培 っ た知

恵 を 日本社 会 の マ ジ ョリテ ィと して生 まれ た子 ど

もた ちが 学 んで い る。 ニ ュ ー カマ ー との｢多 文 化

共生｣は 勿論 重 要 で あ るが、 す で に数 十 年 間共 生

して きた 人 々の 存在 を過小 評 価 す る の は愚 策 で あ

る。

 最 後 に第3点 と して、｢多 文 化 共生｣は 、理 想 と

す る社 会 の あ り方 と して描 か れて い る が、 私 は社

会 とい う レベ ルで｢多 文化 共生｣を 語 るので はな く、

個 人 レベ ル で｢多 文化 共 生｣を 認 識 ・実 践 す る こ

とが重 要 で あ る と考 え てい る。 一 人 の個 人 を民族

や 出 自な どエス ニ ック な背景 に よ って規 定 す るの

で は な く、 その 人 の 出 自 にか か わ らず、 人 はそ れ

ぞ れ多 様 な文 化 的 要素 を内包 してい る こ と を認め

るこ とが 大切 であ る。

 中華 学 校 に通 う 日本 の 子 ど もた ちが 中 国語 や 中

国 文化 を身 に つ けて い る。大 阪 中華 学校 を代 表 し

て 孔雀 舞 を踊 っ た 日本 の子 ど もた ち をは じめ、獅

子 舞 に ア イデ ンテ ィテ ィを感 じて い る恵、 そ して

中国語 を教 え て い る松 北 さん は個 人 レベ ルで の多

文 化 共生 を体現 ・実践 してい る 良 い例 で あ る。 い
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うな らば、 個人 の｢内 なる多 文化共 生｣で あ る。

 中 国語 習 得 とい う 目的 の み で子 ど もを中 華学 校

に就 学 させ てい るの で あれ ば、 あ ま りに も表面 的

であ り残念 な こ とだ ろ う。松 北 さんの い う よ うに、

彼 らは 中 華学 校 で 中 国語 を学 ぶ だけ で は な く、文

化 の 底 流 に あ る伝 統 や価 値 観 も習 得 した。 ま た 中

華学 校 は ア イ デ ンテ ィテ ィ確 立 の場 で もあ り、 社

会 にお い てマ イ ノ リテ ィで あ る華僑 華 人 の 子 ど も

た ち に、 自分 に 自信 を持 ち、 自分 の両 足 で しっか

り立 つ サ ポ ー トを して きた 。 ま た、 人や 社 会 とど

うか か わ り合 い、 いか に生 きてい くべ きか とい う

知恵 を学ぶ 場 で もあ る。

 中華 学校 は｢多 文 化 共 生｣を 言 葉 で語 るの で は

な く、体 で学 び、実 践 す る場 で あ る。 中 華 学校 に

通 う日本 の子 どもた ちは、 新 しい形 で の｢多 文 化

共生｣を 、 一 つ 一 つ の小 さ な体 で 体 現 して い る。

い ま中 華学 校 で学 ぶ子 どもた ちが 、社 会 の 主役 と

な る近 い将来 、彼 らが真 な る意味 で｢多 文 化共 生｣

を牽引 す る人 にな るの であ ろ う。
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注

1)華 僑 華 人 と は 広 く海 外 に居 住 す る 中 国 系 の

 人 々 を指 す 。華 僑 の｢僑｣は｢仮 住 まい｣と い

 う意 味 を有 してい る ため、｢華 僑｣と は中華 人共

 和 国 ま た は中 華 民 国(台 湾)の 国籍 を保 持す る

 者 もし くは無 国籍[陳　 2005]の ま ま居住 国 に在

 住 す る 中 国系 の 人 を指 して い る。 一方 、1｢華人｣

 とは、 居 住 国 の国 籍 を取 得 した 中 国系 の 人 々 を

 指 して いる。

2)こ こで い う｢日 本 人｣と は、後 に述 べ る大 阪

 中華 学校 側が 指す｢純 日本 人｣と 同 じ意味 で使 っ

 て い る。 つ ま り、 両 親 が 中国 系 の血 統 をひ い て

 い な い 日本 人 生徒 を指 して い る。 中国 系 で 日本

 国籍 を有 して い る生 徒 は｢華 人｣も し くは｢日

 本籍 華人｣と 表 し区別 す る。

3)発 音 記 号 を指 す。 近 年 は、 注 音 符 号 の ほか 、

 ピ ンイ ンも学 ぶ よ うにな っ て い る。 先 生 に 聞 い
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た と こ ろ｢小 学 生 で も電 脳(パ ソ コ ン)の ク ラ

スが あ り、 パ ソ コ ン入 力 に便 利 なた め｣と い っ

て い た。2008年12月9日 、 大 阪 中華 学 校 で の イ

 ンタビュ ー よ り。

4)イ ンター ナ シ ョナ ル ・ス クー ルは狭 義 的 には、

特 定 の国 の教育 に依存 しない 教育課 程 を使 用 し、

初 等 教 育 や 中等 教 育 を行 う教 育 機 関 を指 す と定

義 され て い る。 な お、 特 定 の 国籍 ・民 族 を対 象

 とす る教育 機関 も広義 的 に イ ンター ナ シ ョナ ル ・

ス クー ル と捉 え る こ と もあ る。 また 、 その よ う

な教育 機 関 を民 族学校 と呼ぶ こ ともあ る。

5)1994年 、朝 鮮 学 校 の女 子 生 徒 の 制服 であ るチ

マチ ョゴ リが 、 通学 中 に切 り裂 か れ る と い う事

件 が 多 発 した。 これ を き っか け に、朝 鮮 学 校 で

は、｢第 二 制服｣と 呼 ば れ るブ レザー の制服 が つ

 く られ た。 現 在 で は、 ほ とん どの 学 校 で｢第 二

制服｣が 着用 されて い る。

6)孫 文 は1897年 来 日 した際 、｢中 西 学 校｣の 設

立 を提 唱 した。 その 翌年 、現在 の横 浜 中 華学 院、

 山手 中華 学 園 の前 身 とな る｢大 同学 校｣が 設 立

 され た。 なお、 大 同学 校 は、世 界で 最 も古 い｢華

僑 学校｣と い われ てい る。

7)戦 前 は、 北 海 道、 静 岡、 京 都、 島 根 、 長 崎

 に も中 華 学 校 が あ っ た[張2008]。 ま た 戦 後、

 1949年 中 華 人 民 共 和 国 の 成 立 に 伴 い、 華 僑 に

 とっ ての 母 国 は事 実 上分 裂 した形 と な り、 華 僑

社 会 も イデ オ ロ ギー の相 違 に よ り、 中 国大 陸支

持 派 と中華民 国 台湾 支持 派 に分 裂 した。1952年 、

横 浜 で は、 学 校 の所 有 権 や教 育 内 容 に つ い て も

論争 が 起 こ り流 血 事 件 に もつ なが った｢学 校 事

件｣が 起 こ ってい る。

8)た と えば、2008年5月 中華 人 民 共 和 国 ・胡 錦

 涛総 書 記 が 来 日 した 際、 多忙 なス ケ ジ ュ ー ルの

 な か横 浜 山手 中華 学校 を訪 問 し生 徒 や 華僑 華 人

 に よ る大 歓迎 を受 け た。 学校 まで の 道 程 は厳 重

な警 備 体 制 が しか れ、 あた りは一 時 すべ て通 行

止め となった。

  ま た、2008年 中華 民 国 の総 統 に就任 した馬 英

九 総 統 も、2007年11月 に横 浜 中 華 学 院 を 訪 れ、

 ｢生徒 た ちが 寒 い 中、 獅 子舞 を披 露 して くれ た。

海外 の 華僑 同胞 が この よ うに積 極 的 に伝 統 文 化

 を保存 しよう と して い る ことに非 常 に感動 した｣

 と語 っ て い る。(『大 同』 民 国97年(平 成20年)
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 盛 夏号 よ り)

9)『 横 浜 華僑 通 訊 』 第420号 、2009年1月1日 発

 行 。

10)2005年3月25日｢中 華 学校進 学 じわ り増加｣『産

 経 新 聞』 夕刊 一面。

11)2008年12月 耳 日、神 戸 中華 同文 学校 で行 っ た

 イ ン タビュー 調査 よ り。

12)2008年12月10日 、 大 阪 中華 学 校 で 行 った イ ン

 タビ ュー調査 よ り。

13)2007年5月10日 、 横 浜 中華 学 院 で行 った イ ン

 タ ビ ュー 調 査 よ り。 職 位 は イ ン タ ビ ュ ー 当時 。

 2009年3月31日 に校 長 の職 を退任 された。

14)2008年12月10日 、 後 藤 理 子(仮 名)さ ん と母

 に イ ン タビュー。

15)http:〃www.itscom.net/contents/maegumi/

 hogoshakai/pta/005.html、 http://oshiete1.goo.ne.jp/

 qa1010565.htmlな ど。

 (最終 ア クセス 日2009年1月13日)

16)｢外 国人 学生 卒 業生大 学 入学 資格 付与 欧 米系 に

 限 定、 中華 学校 ・朝鮮 学校 は対 象外｣『 横 浜華 僑

 通 訊』351号 、2003年4月1日 発 行。

17)2007年7月 、 東京朝 鮮学 園 にて イ ンタ ビュー。

18)非 朝鮮 系 の学 生 は 受 け入 れ て い ない が 、朝 鮮

 学 校 で は 日本 国 籍 を取 得 した学 生 が 増 加 してい

 る傾 向 に あ る こ とは先 行 研 究 か らも明 らか に さ

 れ て い る(金 美 善｢在 日 コ リア ンの母 語(民 族

 語)教 育 につ いて一 総連 系 朝鮮 学 校 の バ イ リン

 ガ ル教育 を中心 に一｣『 トラ ンスボ ー ダーの 人類

 学 』 国立 民族 学 博 物館 国際 シ ンポ ジ ウム に て発

 表 、2007年3月)。

19)2008年12月15日 、 横浜 に てイ ンタビュー。

20)2008年12月9日 、神 戸 に て イ ンタ ビュ ー 調査

 を行 った 。

21)2008年12月11日 、 神 戸 同 文 学 校 に て イ ン タ

 ビュー。

22)華 僑 華 人 が場 所 に応 じて柔 軟 にア イデ ンテ ィ

 テ ィを変 容 させ、 そ れ を 生 きる術 と した。 そ の

 様 子 は虹 に喩 え られて い る[陳　 2001]。
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Japanese Students in Chinese Schools

CHEN Tien-shi

Keywords:  -Multinational  coexistence-  , Chinese School, Overseas Chinese, minority

   Ethnic schools (minzoku gakko) were established in Japan as the number of foreign residents in the 

country increased. The main purpose of the ethnic schools was to educate children with a certain ethnic 

background in the mother tongue, culture and history of their home country. Therefore, they were not 

intended for students of Japanese and other nationals. 

   However, ethnic schools today have experienced a drastic change on account of the rapid growth in 

the transnational flow of people, coupled with international marriages and the transition of generations into 

Japanese society. In addition, globalization has led many Japanese parents to send their children to ethnic 

schools for multilingual education.  As a result, in some Chinese schools in Japan, ethnic Chinese students 

with Chinese nationality have become rather a minority. The majority of students are Japanese, and some 

students even have no ethnic relationship to any Chinese predecessor. There are also students of other  foieign 

backgrounds. 

   Eventually, students in Japan from multiethnic backgrounds are studying in the same class, speaking 

mixed languages, and learning the Chinese lion dance after school. Their nature has become much closer to 

that of international schools, which are more open to students with different ethnic and cultural backgrounds. 

Also, classification by ethnicity has become difficult, because of the increase in the number of children with 

mixed ancestry. Therefore, people's perceptions toward minority ethnic groups, as well as toward ethnic 

schools, have also changed.


